
作成日 2025年 3月 25日事業所名 支援プログラム放課後等デイサービスてとて

送迎実施の有無

こども1人1人の個性を大切にし、気持ちに寄り添い、のびのびと過ごせる環境のもとで、すべての活動に持たせ、沢山の経験を積める機会を提

供し、全員一丸となって、ともに成長し活動できる、オープンな事業所運営に努め、地域・社会貢献に努めます。

お子様がのびのびと過ごすことのできる環境を提供し、お子様の心身の安定を図ります。社会性やコミュニケーション、身辺自立、運動など、

の支援をして参ります。保護者の方々と共有し、考え、お子様に無理のない支援の計画を立て実施して参ります。また、関係市町村、学校、福

祉サービスとの連携を図り、サービスの提供に努めます。

人間関係

社会性

本

人

支

援

あり　　なし

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間

平日　14時00分　から　18時00分まで

土曜日・学校休業日　9時00分　から　18時00分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

家族支援

地域支援・地域連携

移行支援

職員の質の向上

主な行事等

保護者面談、療育助言

保護者のレスパイトのための延長支援利用

・各関係機関（学校、相談支援事業所、児童相談所）との連

携を図る

・本人の特性や、各関係機関で受けてきた療育を、モニ

タリングや担当者会議、面談を通じて共有する

・内部、外部研修の実施

・資格取得支援

季節ごとの行事（初詣、お花見、夏祭り、ハロウィン、クリスマス等）季節の製作、避難訓練（年3回）

支援内容

・身だしなみ（身辺自立）・基本的生活習慣の獲得（荷物の管理、食事のマナーや後片付け、排泄、衣服の着脱等）・時間感覚を養う（実際の

時計（アナログ・デジタル）を読む、プリント学習や視覚支援タイマーの使用等）・計算能力の向上（おやつ時の買い物学習、プリント学習）

・散歩や遊具遊び、バランスボールやトランポリン等の運動を通し、体幹トレーニングを行う

・ブロックや積み木、ぬり絵等様々な手先を使う遊びを通し、手指の巧緻性を向上させる

・スケジュールや場所等の視覚化、構造化を行い、スムーズな行動が行えるよう支援する

・認知の偏りへの支援（こだわりや偏食、癇癪等）

・絵カードやチャイム等を活用し、他者とのコミュニケーション手段を増やしていく

・文字カードやプリント学習を通し、読み書き能力の向上を図る

・始まりの会、終わりの会や各活動を通して、集団行動へ参加するトレーニングを行う

・一人遊びから集団遊びへ移行できるよう、スタッフが遊びに介入しながら、他児と共に遊べるよう関わっていく


